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謹
ん
で
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
10
月
に
、
独
立
行
政
法
人
農
畜
産
業
振
興

機
構
（
ａ
ｌ
ｉ
ｃ
）
の
理
事
長
に
就
任
し
ま
し
た

宮
坂
亘
で
す
。
ａ
ｌ
ｉ
ｃ
の
業
務
に
つ
き
ま
し
て
、

旧
年
中
は
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

近
年
の
農
畜
産
業
を
め
ぐ
る
情
勢
は
、
高
齢
化

の
進
展
や
後
継
者
不
足
、
さ
ら
に
は
円
安
に
よ
る

生
産
資
材
の
高
騰
な
ど
に
よ
り
、
厳
し
い
状
況
が

続
い
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
中
、
ａ
ｌ
ｉ
ｃ
は
生

産
者
の
経
営
安
定
、
需
給
の
調
整
や
価
格
の
安

定
を
図
る
た
め
の
様
々
な
事
業
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、法
人
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
向
上
を
図
る
た
め
、

昨
年
４
月
、内
部
統
制
委
員
会
を
新
た
に
設
置
し
、

危
機
管
理
、
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
な
ど
の
強
化
に

取
り
組
み
適
正
か
つ
的
確
な
事
業
の
実
施
に
努
め

て
ま
い
り
ま
し
た
。

一
方
、
昨
年
は
農
畜
産
業
を
め
ぐ
る
環
境
な
ど

が
大
き
く
変
化
し
た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

３
月
に
農
林
水
産
省
は
新
し
い
「
食
料
・
農
業
・

農
村
基
本
計
画
」
を
策
定
し
、
こ
れ
に
沿
っ
た
生

産
者
の
経
営
所
得
の
安
定
を
図
る
ほ
か
、
輸
出
拡

大
に
向
け
た
取
り
組
み
の
強
化
、
６
次
産
業
化
の

促
進
な
ど
の
攻
め
の
農
林
水
産
業
を
目
指
す
政
策

が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、10
月
に
は
環
太
平
洋
経
済
連
携
協
定
（
Ｔ

Ｐ
Ｐ
）
が
、
５
年
半
に
わ
た
る
交
渉
の
末
に
大
筋

合
意
に
達
し
ま
し
た
。
関
税
撤
廃
を
原
則
と
す
る

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に
あ
っ
て
、
重
要
５
品
目
を
中
心
に

関
税
撤
廃
の
例
外
な
ど
が
措
置
さ
れ
た
一
方
で
、
一

部
の
品
目
で
関
税
削
減
・
撤
廃
な
ど
が
行
わ
れ
る

内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
大
筋
合
意
を
受
け

政
府
は
、
農
林
水
産
業
の
体
質
強
化
や
経
営
安
定

対
策
の
充
実
・
強
化
を
柱
と
す
る
国
内
対
策
を
盛

り
込
ん
だ
「
総
合
的
な
Ｔ
Ｐ
Ｐ
関
連
対
策
大
綱
」

を
11
月
に
策
定
し
、
関
連
予
算
が
政
府
予
算
案
に

盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。

ａ
ｌ
ｉ
ｃ
と
し
て
は
引
き
続
き
、
畜
産
物
・
野

菜
・
砂
糖
・
で
ん
粉
に
つ
い
て
、
生
産
者
な
ど
の

経
営
安
定
を
図
る
た
め
の
交
付
金
の
交
付
や
需
給

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

独立行政法人   農畜産業振興機構
理 事 長　宮坂　　亘
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調
整
・
価
格
安
定
対
策
、
諸
情
勢
の
変
化
に
対
応

し
た
緊
急
対
策
、
輸
出
促
進
の
視
点
も
含
め
た
適

時
適
切
な
情
報
の
収
集
提
供
を
実
施
し
て
ま
い
り

ま
す
。
併
せ
て
、
国
民
に
対
す
る
説
明
責
任
を
果

た
し
つ
つ
、
政
策
実
施
機
能
を
最
大
限
発
揮
で
き

る
よ
う
効
率
的
か
つ
的
確
に
事
業
を
実
施
し
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

特
に
Ｔ
Ｐ
Ｐ
関
連
対
策
に
つ
い
て
は
、
大
綱
に
、

肉
用
牛
肥
育
経
営
安
定
特
別
対
策
事
業
（
牛
マ
ル

キ
ン
）
お
よ
び
養
豚
経
営
安
定
対
策
事
業
（
豚
マ
ル

キ
ン
）
の
法
制
化
や
補
塡
率
の
引
き
上
げ
、
加
工

原
料
乳
生
産
者
補
給
金
制
度
の
対
象
に
生
ク
リ
ー

ム
な
ど
液
状
乳
製
品
の
追
加
、
糖
価
調
整
法
に
基

づ
く
調
整
金
の
対
象
に
加
糖
調
製
品
の
追
加
な
ど

現
在
ａ
ｌ
ｉ
ｃ
が
実
施
し
て
い
る
制
度
の
強
化
が
盛

り
込
ま
れ
、
今
後
、
法
律
改
正
や
予
算
案
の
審
議

な
ど
国
会
に
お
け
る
必
要
な
手
続
き
を
経
て
本
格

的
に
動
き
出
す
と
聞
い
て
い
ま
す
。

ａ
ｌ
ｉ
ｃ
は
、
国
の
重
要
な
施
策
を
担
う
機
関

と
し
て
、
こ
れ
ま
で
も
そ
の
時
代
に
求
め
ら
れ
た

役
割
を
果
た
す
べ
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
機
動

的
か
つ
効
率
的
に
実
施
す
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま

し
た
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
関
連
対
策
に
つ
い
て
も
、
国
の
方

針
に
基
づ
き
、
現
場
に
近
い
組
織
と
し
て
こ
れ
ま
で

の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
て
、
一
連
の
流
れ
の
中
で
ａ

ｌ
ｉ
ｃ
の
役
割
を
確
実
に
果
た
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
、
皆
様
の
ご
理

解
と
ご
協
力
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

本
年
が
皆
様
に
と
っ
て
希
望
に
満
ち
た
明
る
い
年

と
な
り
ま
す
こ
と
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の

ご
あ
い
さ
つ
と
致
し
ま
す
。
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第一線から

北
海
道
苫
小
牧
市
は
、
新
千

歳
空
港
や
苫
小
牧
港
と
い
っ
た

空
と
海
の
玄
関
を
有
し
、
札
幌

都
市
圏
に
最
も
近
い
都
市
と
し

て
、
道
経
済
発
展
の
た
め
の
大

き
な
役
割
を
担
っ
て
き
ま
し

た
。
ま
た
、
同
市
は
天
然
資
源

も
豊
富
で
、
樽
前
山
麓
の
広
大

な
森
林
と
厚
い
火
山
礫
層
に

よ
っ
て
ろ
過
さ
れ
た
清
水
が
湧

き
出
て
お
り
、「
水
道
水
の
お

い
し
い
ま
ち
」
と
も
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

道
内
で
、
年
間
５
万
頭
を
超

え
る
豚
を
生
産
し
て
い
る
有
限

会
社
ビ
ィ
ク
ト
リ
ー
ポ
ー
ク

は
、「
社
会
へ
の
貢
献
と
豚
へ

の
愛
情
」
を
理
念
に
、
昭
和
62

年
に
北
海
道
余
市
郡
に
設
立
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
平
成
15

年
に
苫
小
牧
市
内
に
肥
育
農
場

を
増
設
し
て
以
来
、
ミ
ネ
ラ
ル

豊
富
な
湧
き
水
や
道
産
飼
料
な

ど
、
地
域
で
入
手
で
き
る
資
源

を
活
用
し
た
豚
肉
生
産
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

◆
衛
生
管
理
の
徹
底
で
病
気
の

�

発
生
を
防
止

ビ
ィ
ク
ト
リ
ー
ポ
ー
ク

で
は
、
農
場
内
に
病
原
体

を
持
ち
込
ま
せ
な
い
た
め

に
さ
ま
ざ
ま
な
対
策
を
講

じ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
つ

が
シ
ャ
ワ
ー
や
消
毒
ゲ
ー

ト
の
設
置
で
、
農
場
に
出

入
り
す
る
作
業
員
や
車
両

の
消
毒
を
行
っ
て
い
ま

す
。
そ
れ
以
外
の
関
係
者

の
入
場
は
制
限
さ
れ
て
い

て
、
取
材
し
た
私
た
ち
も

豚
舎
に
立
ち
入
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。ま

た
、
豚
を
出
荷
す
る
際
に

一
度
豚
舎
を
空
に
し
た
状
態

で
、
洗
浄
・
消
毒
を
行
う
オ
ー

ル
イ
ン
・
オ
ー
ル
ア
ウ
ト
方
式

を
取
り
入
れ
る
な
ど
衛
生
管
理

は
徹
底
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
に
、
同
社
で
は
病
気
の
発

生
を
未
然
に
防
い
で
、
健
康
な

豚
を
安
定
的
に
出
荷
で
き
る
よ

う
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

◆
エ
コ
フ
ィ
ー
ド
を
活
用
し
た

環
境
へ
の
配
慮
と
飼
料
自
給

率
の
向
上

ビ
ィ
ク
ト
リ
ー
ポ
ー
ク
が
苫

小
牧
市
で
肥
育
農
場
開
設
に

至
っ
た
理
由
の
一
つ
に
、
同

市
は
食
品
製
造
工
場
が
多
く
、

そ
こ
か
ら
発
生
す
る
製
造
ロ

ス
（
ス
ナ
ッ
ク
菓
子
や
チ
ョ
コ

レ
ー
ト
な
ど
の
製
造
過
程
で
得

ら
れ
る
副
産
物
）
を
入
手
し
や

す
い
と
い
う
利
点
が
あ
り
ま
し

定
時
定
量
出
荷
を
基
礎
に
道
産
ブ
ラ
ン
ド
確
立
を
目
指
す

�
～
北
海
道
苫
小
牧
市
樽
前  

有
限
会
社
ビ
ィ
ク
ト
リ
ー
ポ
ー
ク
～

苫小牧市苫小牧市

ビィクトリーポーク樽前肥育農場

農場入口の車両消毒ゲート

授乳中の母豚と子豚
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た
。
畜
産
の
分
野
で
は
、
こ
う

し
た
製
造
ロ
ス
を
飼
料
に
加
工

し
た
も
の
を「
エ
コ
フ
ィ
ー
ド
」

と
言
い
ま
す
。
エ
コ
フ
ィ
ー
ド

は
、
食
品
リ
サ
イ
ク
ル
に
よ
る

資
源
の
有
効
利
用
や
飼
料
自
給

率
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
方
法

と
し
て
、
近
年
注
目
さ
れ
て
い

ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
同
社
で
使
用
さ

れ
る
飼
料
原
料
は
、
小
麦
や
飼

料
用
米
、ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、ジ
ャ

ガ
イ
モ
な
ど
道
内
で
調
達
可
能

な
穀
物
で
す
。
こ
の
う
ち
ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
は
、
輸
入
品
を
少
量

使
っ
て
い
ま
す
が
、
安
定
的
に

飼
料
を
調
達
す
る
た
め
、
将
来

的
に
は
飼
料
原
料
の
全
量
を
道

産
に
こ
だ
わ
っ
て
い
き
た
い
と

の
こ
と
で
す
。

さ
ら
に
、
仕
入
れ
た
飼
料
原

料
は
粉
砕
さ
れ
、
液
状
に
し
て

混
ぜ
合
わ
さ
れ
た
も
の
が
豚
に

給
与
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
「
リ

キ
ッ
ド
フ
ィ
ー
デ
ィ
ン
グ
」
と

呼
ば
れ
、
飼
料
を
液
状
に
す
る

こ
と
で
豚
の
消
化
吸
収
が
向
上

し
、
肉
質
の
良
さ
や
脂
の
甘
さ

に
つ
な
が
る
と
さ
れ
る
給
与
シ

ス
テ
ム
で
す
。
液
状
な
の
で
、

水
分
の
多
い
製
造
ロ
ス
も
利
用

で
き
、
飼
料
を
乾
燥
さ
せ
る

必
要
が
な
い
た
め
、
Ｃ
Ｏ
２

の
削
減
に
も
寄
与
し
て
い
ま

す
。

◆�

給
与
飼
料
の
変
更
に
よ
っ

て
複
数
の
ブ
ラ
ン
ド
豚
肉

を
生
産

リ
キ
ッ
ド
フ
ィ
ー
デ
ィ
ン

グ
の
導
入
は
、
給
与
飼
料
の

原
料
や
そ
の
割
合
を
簡
単
に

変
更
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ビ
ィ
ク
ト
リ
ー
ポ
ー
ク

で
は
、
こ
れ
を
利
用
し
て
、
豚

舎
内
の
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
飼
料

原
料
の
割
合
を
変
え
て
給
与

し
、
そ
れ
に
応
じ
て
「
樽
前
湧

水
豚
」、「
樽
前
ジ
ャ
ガ
豚
」、「
樽

前
ホ
エ
イ
豚
」、「
小
樽
美
米
豚
」

の
４
種
類
の
ブ
ラ
ン
ド
豚
肉
を

生
産
し
て
い
ま
す
。
豚
肉
は
給

与
さ
れ
る
飼
料
の
種
類
に
よ
っ

て
、
脂
肪
組
成
や
融
点
に
影
響

す
る
と
、
一
般
的
に
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
同
社
の
ブ
ラ
ン
ド
豚

肉
は
、
消
費
者
の
ニ
ー
ズ
に
合

わ
せ
て
生
産
さ
れ
、
精
肉
店
を

は
じ
め
飲
食
店
や
ス
ー
パ
ー
、

小
売
店
で
取
り
扱
わ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
豚
の
飲
み
水
に

地
元
の
湧
き
水
を
与
え
て
い

る
た
め
、
消
費
者
か
ら
は
豚

肉
に
臭
み
が
な
い
と
の
評
価

を
得
て
い
ま
す
。

◆
「
道
産
」と
し
て
の

�

豚
肉
生
産
の
確
立

紹
介
し
て
き
た
ビ
ィ
ク
ト

リ
ー
ポ
ー
ク
の
徹
底
し
た
衛

生
管
理
や
エ
コ
フ
ィ
ー
ド
、

道
産
原
料
の
活
用
は
、安
全
・

安
心
で
お
い
し
い
国
産
豚
肉

を
安
定
的
に
生
産
す
る
た
め

の
も
の
で
す
。
同
社
で
は
、

こ
う
し
た
定
時
に
定
量
出
荷

で
き
る
生
産
基
盤
が
あ
っ
て
こ

そ
、
付
加
価
値
を
つ
け
た
ブ
ラ

ン
ド
豚
肉
と
し
て
の
販
売
が
可

能
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。ま
た
、

消
費
者
の
声
を
大
事
に
し
、
飼

料
の
調
達
や
調
製
な
ど
の
研
究

を
続
け
て
、
道
産
ブ
ラ
ン
ド
豚

肉
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
努
め

て
い
ま
す
。

ａ
ｌ
ｉ
ｃ
で
は
、
生
産
者
が

安
心
し
て
肉
豚
生
産
を
継
続
で

き
る
よ
う
、
販
売
の
収
益
が
生

産
コ
ス
ト
を
下
回
っ
た
際
に
、

差
額
の
８
割
を
補
塡
す
る
事
業

を
実
施
し
、
同
社
も
参
加
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
同
社
は
、
今

後
の
展
望
に
つ
い
て
、
さ
ら
な

る
生
産
性
の
向
上
や
環
境
対
策

な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
き
、
養

豚
業
が
道
民
に
理
解
さ
れ
、
応

援
さ
れ
る
産
業
と
な
る
よ
う
続

け
て
い
き
た
い
と
し
て
い
ま

す
。

（
畜
産
経
営
対
策
部
）

エコフィードを混ぜ合わせた液状飼料

樽前湧水豚の豚肉

家族
労働費 補塡金

養 豚 経 営 安 定 対 策 事 業

生
産
コ
ス
ト

物
財
費
等

粗
収
益

差
額

粗収益が生産コストを下回っ
た場合に積立金（生産者 1 ：
国 1）から差額の 8割を補塡
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タ
イ
は
、
世
界
第
４
位
の
砂
糖
生
産

国
、
世
界
第
２
位
の
輸
出
国
で
す
。
日

本
に
と
っ
て
は
最
大
の
砂
糖
輸
入
先
で

あ
り
、
２
０
１
４
年
に
は
総
輸
入
量
の

約
６
割
が
タ
イ
か
ら
の
輸
入
と
な
っ
て

い
ま
す
（
図
1
）。

今
回
は
、
日
本
に
と
っ
て
重
要
な
砂

糖
輸
入
先
で
あ
る
タ
イ
の
砂
糖
の
生
産

や
需
給
、
製
糖
企
業
に
よ
る
経
営
の
多

角
化
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

日
本
を
大
き
く
上
回
る

�

サ
ト
ウ
キ
ビ
生
産

砂
糖
の
原
料
は
サ
ト
ウ

キ
ビ
や
て
ん
菜
で
す
が
、

タ
イ
で
は
、
サ
ト
ウ
キ
ビ

か
ら
砂
糖
を
生
産
し
て
い

ま
す
。

２
０
１
４
／
１
５
年

度
（
２
０
１
４
年
１
０
月

～
２
０
１
５
年
9
月
）
に

は
、
約
１
５
０
万
ha
の
栽

培
面
積
で
、
約
１
億
ｔ
の

サ
ト
ウ
キ
ビ
を
生
産
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
日
本
の

サ
ト
ウ
キ
ビ
と
比
べ
て
面

積
で
約
50
倍
、
生
産
量
で

約
85
倍
に
相
当
し
ま
す
。

サ
ト
ウ
キ
ビ
の
生
産
者
戸
数
は
約
30
万

戸
（
日
本
の
約
12
倍
）、
１
戸
当
た
り

の
平
均
収
穫
面
積
は
７
ha
程
度
（
同
約

８
倍
）
で
す
。

拡
大
す
る
砂
糖
の
需
要
と
供
給

タ
イ
の
砂
糖
生
産
量
は
、
サ
ト
ウ
キ

ビ
の
増
産
に
よ
り
、
５
０
０
万
ｔ
程
度

だ
っ
た
10
年
前
か
ら
飛
躍
的
に
増
加

し
、
近
年
は
１
０
０
０
万
ｔ
を
超
え
て

推
移
し
て
い
ま
す
。

国
内
消
費
量
も
近
年
は
３
０
０
万
ｔ

を
超
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
加
工
食

品
向
け
の
需
要
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と

が
理
由
の
一
つ
で
す
。
タ
イ
に
工
場
を

持
つ
日
系
企
業
も
、
砂
糖
を
使
っ
た
果

物
の
缶
詰
な
ど
の
加
工
品
を
生
産
し
て

い
ま
す
。

調
査
情
報
部
　
丸
吉
　
裕
子
・
谷
村
千
栄
子

変
革
期
に
あ
る
タ
イ
の
砂
糖
産
業

1,600

1,400

1,200

1,000

800

600

400

200

0
2011 2012 2013 2014

（千トン）

（年）

タイ 豪州 南アフリカ フィリピン グアテマラ その他

資料：財務省「貿易統計」
注：HSコード　1701.14-110
近年、日本の粗糖輸入量は減少しているものの、依然タイは最大の粗糖輸
入先です。

図１　日本の国別粗糖輸入量の推移

北　部北　部

中　部中　部

東北部東北部

ウドンタニ ウドンタニ 

コンケン コンケン 

チャイヤ
プーン 
チャイヤ
プーン 

ペッチャ
ブーン 
ペッチャ
ブーン 

ナコンラ
チャシマ
ナコンラ
チャシマ

ロッブリ ロッブリ 

ナコンサワン ナコンサワン 

カムペン
ペット
カムペン
ペット

スパン
ブリ 
スパン
ブリ 

カンチャ
ナブリ 
カンチャ
ナブリ 

首都バンコク

ミャンマー 

ラオス ベトナム 

カンボジア 

資料：�農業協同組合省（OAE）「Agricultural Statistics of Thailand」
注：斜線の県が、2014/15 年度に生産実績のあった県。

図２　主要サトウキビ生産地
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輸
出
量
は
年
間
６
０
０
万
～

８
０
０
万
ｔ
程
度
で
推
移
し
て
お
り
、

主
に
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
（
東
南
ア
ジ
ア
諸
国

連
合
）
の
加
盟
国
（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、

マ
レ
ー
シ
ア
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
な
ど
９
カ
国
）

や
日
本
な
ど
の
東
ア
ジ
ア
の
国
・
地
域

へ
輸
出
し
て
い
ま
す
（
表
１
）。

エ
タ
ノ
ー
ル
生
産
に
よ
る

�

企
業
の
経
営
多
角
化

砂
糖
以
外
に
、サ
ト
ウ
キ
ビ
か
ら
は
、

発
酵
や
蒸
留
に
よ
り
、
自
動
車
燃
料
な

ど
に
利
用
で
き
る
エ
タ
ノ
ー
ル
を
生
産

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
タ

イ
で
は
、
砂
糖
を

製
造
す
る
過
程
の

副
産
物
で
あ
る
糖

み
つ
か
ら
エ
タ

ノ
ー
ル
が
生
産
さ

れ
て
い
ま
し
た

が
、
現
在
は
、
砂

糖
を
製
造
す
る
前

段
階
の
サ
ト
ウ
キ

ビ
の
搾
り
汁
か
ら

も
、
試
験
的
な
エ

タ
ノ
ー
ル
生
産
が

認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
企
業
の
経
営
安
定
の
た
め
、
サ

ト
ウ
キ
ビ
か
ら
砂
糖
以
外
の
製
品
を
生

産
で
き
る
選
択
肢
を
増
や
す
こ
と
が
で

き
る
よ
う
政
府
が
講
じ
た
措
置
で
す
。

タ
イ
の
製
糖
企
業
は
、
砂
糖
の
国
際

価
格
が
低
迷
す
る
中
、
砂
糖
と
エ
タ

ノ
ー
ル
の
両
方
の
価
格
動
向
を
見
な
が

ら
、
砂
糖
の
み
な
ら
ず
エ
タ
ノ
ー
ル
も

生
産
し
、
経
営
を
多
角
化
す
る
こ
と
で

収
益
拡
大
を
図
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
な
る
発
展
を
目
指
す
貿
易
政
策

タ
イ
は
、
経
済
成
長
戦
略
の
一
環
と

し
て
、
日
本
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど

の
国
々
と
Ｆ
Ｔ
Ａ
（
自
由
貿
易
協
定
）

な
ど
の
貿
易
協
定
を
結
ん
で
い
ま
す
。

特
に
、
タ
イ
の
砂
糖
産
業
に
と
っ
て

重
要
な
の
は
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
加
盟
国
と

の
貿
易
協
定
で
す
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
内
の

砂
糖
の
関
税
率
は
、
２
０
１
０
年
に
は

最
大
40
％
で
し
た
が
、
２
０
１
５
年
に

は
０
・
５
～
10
％
に
ま
で
削
減
さ
れ
て
、

輸
出
国
で
あ
る
タ
イ
に
と
っ
て
大
き
な

メ
リ
ッ
ト
が
得
ら
れ
て
い
ま
す
。

２
０
１
５
年
末
に
発
足
し
た
Ａ
Ｓ
Ｅ

Ａ
Ｎ
経
済
共
同
体
（
Ａ
Ｅ
Ｃ
）
で
は
、

砂
糖
を
含
む
製
品
の
関
税
が
撤
廃
さ
れ

る
予
定
で
あ
り
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｎ
域
内
の
モ
ノ
・
人
・
サ
ー

ビ
ス
の
自
由
化
が
目
標
と
し

て
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
タ

イ
国
内
で
は
、
サ
ト
ウ
キ
ビ

生
産
者
や
製
糖
事
業
者
、
食

品
企
業
、
一
般
消
費
者
な
ど

が
一
体
と
な
っ
て
、
Ａ
Ｅ
Ｃ

の
発
足
に
合
わ
せ
た
国
内
の

砂
糖
流
通
の
自
由
化
な
ど
、

砂
糖
政
策
の
見
直
し
が
検
討

さ
れ
て
い
ま
す
。

砂
糖
の
国
際
価
格
の
低
迷

や
Ａ
Ｅ
Ｃ
の
発
足
な
ど
の
影

響
な
ど
か
ら
、
タ
イ
の
製
糖
業
界
は
付

加
価
値
の
高
い
製
品
や
エ
タ
ノ
ー
ル
生

産
な
ど
の
経
営
の
多
角
化
を
迫
ら
れ
て

い
ま
す
。
現
地
で
は
、「
タ
イ
の
製
糖

業
界
は
変
革
の
時
を
迎
え
て
お
り
、
生

産
量
が
多
い
今
こ
そ
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
す

る
適
期
」
と
の
声
も
聞
か
れ
、
タ
イ
の

砂
糖
産
業
は
、
ま
さ
に
「
変
革
期
」
に

あ
る
と
言
え
ま
す
。
タ
イ
を
最
大
の
砂

糖
輸
入
先
と
す
る
日
本
に
と
っ
て
も
、

今
後
の
動
向
が
大
変
気
に
な
る
と
こ
ろ

で
す
。

【参考】 月報 『砂糖類・でん粉情報』 2015年9月号 「変革期にあるタイの砂糖産業」
http://www.alic.go.jp/joho-s/joho07_001175.html

（単位：千ｔ）

順位 相手先国 輸出量 割合

1 インドネシア 1,396 22％

2 日本 770 12％

3 中国 542 9％

4 マレーシア 501 8％

5 カンボジア 489 8％

6 韓国 460 7％

7 台湾 229 4％

8 スーダン 202 3％

9 シンガポール 136 2％

10 ミャンマー 134 2％

─ その他 1,395 22％

合計 6,254 100％

資料：「Global Trade Atlas」
注：HS コード　粗糖：1701.14　精製糖：1701.99

輸出量の 4 割強は ASEAN 向けであるが、国別で見ると
日本はインドネシアに次ぐ第 2 位の輸出先となっています。

表１　タイの砂糖輸出相手国（２０１４年）

タイの「ベストファーマー」に選ばれた調査先農場主のシーパンマー氏
（６５歳：右から２番目）と従業員の方々

１１２ha のほ場で、年間１万 t ものサトウキビを生産。優良な栽培管
理を評価され、政府の研究所からの依頼により、サトウキビ苗の育
種試験も行っています。
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オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
（
豪
州
）
は
、
世

界
の
主
要
な
牛
肉
・
乳
製
品
の
輸
出
国

で
あ
り
、
貿
易
取
引
を
拡
大
さ
せ
る
た

め
、日
本
、韓
国
、中
国
と
Ｆ
Ｔ
Ａ（
自

由
貿
易
協
定
）
や
Ｅ
Ｐ
Ａ
（
経
済
連

携
協
定
）
を
結
ん
で
い
ま
す
。
そ
こ

で
今
回
は
、
こ
れ
ら
Ｆ
Ｔ
Ａ
な
ど
を

踏
ま
え
た
、
今
後
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
に
お
け
る
日
本
、
韓
国
、
中
国
向

け
の
牛
肉
・
乳
製
品
の
輸
出
見
通
し

に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

多
く
の
牛
肉
・
乳
製
品
輸
出
は
、

�

日
本
・
韓
国
・
中
国
へ

近
年
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
、
日

本
、
韓
国
、
中
国
を
は
じ
め
ア
ジ
ア

諸
国
向
け
輸
出
を
重
視
し
て
い
ま

す
。
牛
肉
に
つ
い
て
は
、
国
内
生
産

量
の
増
減
に
応
じ
て
輸
出
数
量
は
変

動
す
る
も
の
の
、
日
本
は
米
国
と
並

ぶ
最
大
級
の
輸
出
先
で
あ
り
、
韓

国
、
中
国
が
そ
れ
に
続
い
て
い
ま
す

（
図
１
）。
一
方
、乳
製
品
に
つ
い
て
は
、

品
目
に
よ
り
違
い
が
あ
り
ま
す
。
最
大

の
輸
出
品
目
で
あ
る
チ
ー
ズ
を
見
る

と
、
日
本
が
全
体
の
過
半
を
占
め
る
最

大
の
輸
出
先
で
あ
り
、
中
国
、
韓
国
が

そ
れ
に
続
い
て
い
ま
す
（
図
２
）。
ま

た
、
粉
乳
類
（
脱
脂
粉
乳
な
ど
、
牛
か

ら
搾
っ
た
乳
を
乾
燥
さ
せ
て
粉
状
に
し

た
も
の
）
に
つ
い
て
は
、
中
国

が
最
大
の
輸
出
先
で
す
。
こ
の

よ
う
に
、
日
本
、
韓
国
、
中
国

は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
と
っ
て

非
常
に
重
要
な
輸
出
先
と
な
っ

て
い
ま
す
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
日
本
・
韓

国
・
中
国
と
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
な
ど
の

合
意
内
容

２
０
１
４
年
以
降
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
は
韓
国
、
日
本
、
中

国
の
順
に
Ｆ
Ｔ
Ａ
な
ど
を
締
結

し
ま
し
た
。
一
般
的
に
Ｆ
Ｔ
Ａ

な
ど
で
は
、
締
結
し
た
国
の
間

で
関
税
が
削
減
ま
た
は
撤
廃
さ

れ
る
た
め
、
貿
易
の
活
発
化
が

期
待
さ
れ
ま
す
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

が
締
結
し
た
一
連
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
な
ど
で

も
、
牛
肉
・
乳
製
品
分
野
に
お
い
て
関

税
が
削
減
ま
た
は
撤
廃
さ
れ
て
い
ま
す

（
表
）。

調
査
情
報
部
　
根
　
本
　
　
　
悠

豪
州
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
な
ど
締
結
に
伴
う
牛
肉
と
乳
製
品
の
輸
出
見
通
し
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資料：DAFF「Red Meat Export Statistics」

資料：Dairy Australia「Australian Dairy Industry In Focus」
注１：年度は７月～翌６月。
　２：2013/14 年度は速報値。

2013 年以降、中国向け冷凍牛肉の輸出量が増えたこともあり、輸出量は増加傾向です。

2013/14 年度のチーズ輸出量は 15 万ｔで、うち日本向けは 7 万 4000ｔとなっています。

図１　オーストラリアの牛肉の国別輸出量（冷蔵・冷凍）の推移

図２　オーストラリアのチーズの国別輸出量の推移
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ま
ず
、
牛
肉
に
つ
い
て
は
、
韓
国
、

中
国
と
の
間
で
は
10
～
15
年
か
け
て
関

税
が
撤
廃
さ
れ
、
日
本
と
の
間
で
は
、

15
～
18
年
か
け
て
締
結
前
の
半
分
ほ
ど

ま
で
関
税
が
削
減
さ
れ
ま
す
。た
だ
し
、

い
ず
れ
の
国
に
お
い
て
も
、
急
激
に
輸

入
量
が
増
加
し
た
際
は
、
関
税
を
引
き

上
げ
る
「
セ
ー
フ
ガ
ー
ド
」
と
呼
ば
れ

る
措
置
も
組
み
合
わ
さ
れ
て
い
ま
す
。

次
に
、
乳
製
品
に
つ
い
て
は
、
国
ご

と
品
目
ご
と
に
異
な
る
合
意
内
容
と

な
っ
て
い
ま
す
。
中
国
で
は
５
～
12
年

か
け
て
、
す
べ
て
の
乳
製
品
の
関
税
が

撤
廃
さ
れ
、
韓
国
で
は
、
粉
乳
類
は
対

象
外
と
さ
れ
ま
し
た
が
、
バ
タ
ー

や
チ
ー
ズ
の
関
税
は
13
～
20
年
か

け
て
撤
廃
さ
れ
ま
す
。
一
方
、
日

本
で
は
、
バ
タ
ー
や
脱
脂
粉
乳
な

ど
多
く
の
品
目
は
関
税
撤
廃
や
削

減
の
対
象
外
と
な
り
、
チ
ー
ズ
に

つ
い
て
は
、一
定
の
条
件
の
も
と
、

関
税
割
当
（
無
税
や
通
常
よ
り
低

い
税
率
で
輸
入
さ
れ
る
数
量
）
の

拡
大
な
ど
が
合
意
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
・
韓
国
・
中
国
へ
の

�

牛
肉
・
乳
製
品
の
輸
出
見
通
し

Ｆ
Ｔ
Ａ
な
ど
の
合
意
内
容
を
踏

ま
え
た
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
側
の

牛
肉
・
乳
製
品
の
輸
出
見
通
し
は
、

次
の
と
お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
ず
、日
本
市
場
に
つ
い
て
は
、

牛
肉
は
、
関
税
の
削
減
に
よ
り
、

一
定
の
輸
出
増
加
を
見
込
ん
で
い

る
一
方
、
乳
製
品
は
、
直
接
的
な

関
税
の
削
減
や
撤
廃
が
行
わ
れ
な
い
た

め
、
あ
ま
り
輸
出
の
増
加
が
期
待
で
き

な
い
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
牛
肉
・

乳
製
品
両
方
に
共
通
し
て
、
日
本
市
場

に
つ
い
て
は
「
安
定
性
の
維
持
と
価
格

競
争
力
の
低
下
」と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
日
本
は
常
に
一
定
量
を
購
入

す
る
安
定
的
な
市
場
で
あ
る
一
方
、
価

格
面
に
目
を
転
じ
る
と
、
最
近
は
日
本

よ
り
高
い
価
格
を
提
示
す
る
中
国
や
中

東
な
ど
に
輸
出
先
を
変
更
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
す
。

次
に
、
韓
国
市
場
に
つ
い
て
は
、
牛

肉
と
多
く
の
乳
製
品
の
関
税
が
撤
廃
さ

れ
る
た
め
、
Ｆ
Ｔ
Ａ
の
合
意
を
好
意
的

に
捉
え
、
輸
出
の
増
加
を
期
待
し
て
い

ま
す
。
た
だ
し
、
牛
肉
に
関
し
て
は
米

国
、
乳
製
品
に
関
し
て
は
ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
と
い
っ
た
韓
国
市
場
で
の
競
合

国
の
動
向
も
大
き
く
影
響
す
る
と
み
ら

れ
て
い
ま
す
。

最
後
に
、
中
国
市
場
に
つ
い
て
は
、

牛
肉
・
乳
製
品
と
も
に
す
べ
て
の
関
税

が
撤
廃
さ
れ
る
う
え
、
今
後
需
要
の
拡

大
が
見
込
め
る
た
め
、
大
き
な
期
待
を

寄
せ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
牛
肉
に
関

し
て
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
す
で
に

中
国
の
最
大
の
輸
入
先
で
あ
る
の
に
対

し
、乳
製
品
に
関
し
て
は
、ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
と
い
う
中
国
の
最
大
の
輸
入
相

手
国
と
競
合
す
る
こ
と
に
な
る
た
め
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
乳
業
界
の
主
力
品
目

で
あ
る
チ
ー
ズ
な
ど
価
格
の
高
い
製
品

を
中
心
に
、
差
別
化
を
図
ろ
う
と
し
て

い
ま
す
。

今
回
、
Ｆ
Ｔ
Ａ
な
ど
を
踏
ま
え
た

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
輸
出
見
通
し
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
し
た
が
、
Ｆ
Ｔ
Ａ
な
ど

に
よ
る
関
税
の
削
減
は
、
あ
く
ま
で
輸

出
入
の
増
減
を
決
定
す
る
一
要
素
に
過

ぎ
な
い
と
い
う
こ
と
に
も
留
意
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
実
際
に
は
、
輸
入
す

る
国
の
国
内
生
産
の
動
向
や
他
の
輸
入

国
の
動
向
、
気
象
条
件
、
外
国
為
替
相

場
、
競
合
国
の
輸
出
余
力
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
要
因
が
絡
み
合
っ
て
、
輸
出
入

量
は
変
動
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
日

本
へ
の
牛
肉
・
乳
製
品
の
輸
出
で
も
同

様
で
あ
り
、
そ
の
時
々
の
日
本
の
国
内

生
産
や
需
要
の
動
向
に
加
え
、
近
年
、

急
激
な
需
要
の
拡
大
が
み
ら
れ
る
中
国

の
動
向
な
ど
も
、今
後
の
日
本
の
牛
肉
・

乳
製
品
輸
入
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す

こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

【参考】 月報 『畜産の情報』 2015年9月号 「豪州の経済連携協定締結に伴う牛肉および乳製品の輸出動向と今後の展望～日豪ＥＰＡ、韓豪ＦＴＡ、中豪ＦＴＡを比較して～」
http://lin.alic.go.jp/alic/month/domefore/2015/sep/wrepo01.htm

項目
名称

日豪経済連携協定
（日豪ＥＰＡ）

韓豪自由貿易協定
（韓豪ＦＴＡ）

中豪自由貿易協定
（中豪ＦＴＡ）

発効（締結） 2015.1 （2014.7） 2014.12 （2014.4） 2015.12 （2015.6）
牛肉関税 削減 撤廃 撤廃
　セーフガード あり あり あり
粉乳関税 除外 除外 撤廃
バター関税 除外 撤廃 撤廃
チーズ枠外関税 除外 撤廃 撤廃
　関税割当（無税枠） 無税や低税率枠の設定 移行措置として設定 なし

備考 一部チーズの関税割当は一定
割合の国産品使用が条件

一部の粉乳にはセーフ
ガードを設定

資料：豪州外務貿易省資料をもとに機構作成
注：『撤廃』は、一定期間かけて、関税を無税にすること
　　『削減』は、一定期間かけて、関税を減らすこと
　　『除外』は、『撤廃』または『削減』の対象外とすること

表　オーストラリアと日本、韓国、中国とのＦＴＡの概要
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「
米
国
の
カ
ッ
ト
野
菜
な
ど
の
生
産
・
消
費
動
向
と
契
約
取
引
に
つ
い
て
」

「
Ｅ
Ｕ
の
新
規
就
農
支
援
の
状
況

�

～
酪
農
の
現
地
新
規
就
農
者
を
訪
問
し
て
～
」

ａ
ｌ
ｉ
ｃ
調
査
情
報
部
で
は
、
最

新
の
農
畜
産
物
の
需
給
状
況
な
ど
を

把
握
す
る
た
め
海
外
調
査
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
11
月
10
日
（
火
）
に
平

石
康
久
よ
り
ア
メ
リ
カ
（
米
国
）
の

カ
ッ
ト
野
菜
の
動
向
、
12
月
11
日

（
金
）
に
は
中
野
貴
史
よ
り
Ｅ
Ｕ
の

新
規
就
農
支
援
の
状
況
に
つ
い
て
調

査
結
果
の
報
告
を
行
い
ま
し
た
の

で
、
そ
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

〈
米
国
の
カ
ッ
ト
野
菜
の
動
向
〉

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
に
集
中
す
る

�

野
菜
生
産

米
国
最
大
の
野
菜
産
地
で
あ
る
カ

リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
で
は
、
気
象
条
件

に
も
恵
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
産

地
リ
レ
ー
に
よ
り
周
年
で
野
菜
を
生

産
し
て
い
ま
す
。
野
菜
の
生
産
は
、

大
規
模
化
が
進
み
、
リ
レ
ー
で
産
地

が
移
っ
て
も
生
産
者
が
同
じ
と
い
う

状
況
も
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
同

州
で
生
産
の
多
い
レ
タ
ス
や
ブ
ロ
ッ

コ
リ
ー
な
ど
は
、
大
規
模
な
ほ
場
で

収
穫
し
た
の
ち
、
そ
の
場
で
パ
ッ
キ

ン
グ
し
て
出
荷
さ
れ
て
い
ま
す
。

盛
り
上
が
り
を
見
せ
て
い
る

�

カ
ッ
ト
野
菜
市
場

米
国
で
加
工
野
菜
と
言
え
ば
、
冷

凍
野
菜
や
缶
詰
が
代
表
的
な
も
の
で

し
た
が
、
最
近
は
食
事
ま
で
の
準
備

が
省
け
る
カ
ッ
ト
野
菜
の
消
費
が
伸

び
て
い
ま
す
。
ス
ー
パ
ー
な
ど
の
小

売
店
で
は
、
お
皿
に
盛
り
付
け
る
だ

け
で
食
べ
ら
れ
る
パ
ッ
ク
ド
サ
ラ
ダ

や
ス
テ
ィ
ッ
ク
状
に
し
た
セ
ル
リ
ー

や
に
ん
じ
ん
な
ど
を
パ
ッ
ク
し
た
ス

ナ
ッ
ク
野
菜
、
鶏
肉
な
ど
も
添
え
ら

れ
そ
の
ま
ま
お
か
ず
と
し
て
食
べ
ら

れ
る
調
理
済
サ
ラ
ダ
な
ど
、
あ
る
程

度
ま
で
加
工
し
た
野
菜
の
販
売
ス

ペ
ー
ス
が
広
く
取
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
最
近
は
、
消
費
者
の
健
康
志

向
を
背
景
に
、
野
菜
を
そ
の
ま
ま
破

砕
し
て
ジ
ュ
ー
ス
に
し
た
ス
ム
ー

ジ
ー
や
一
つ
の
カ
ッ
プ
に
さ
ま
ざ
ま
な

野
菜
を
彩
り
よ
く
詰
め
た
ジ
ャ
ー
サ
ラ

ダ
も
流
行
し
て
い
る
商
品
で
す
。

カ
ッ
ト
野
菜
の
流
通
は

�

契
約
取
引
が
主
流

米
国
で
の
野
菜
の
流
通
は
、
日
本
の

卸
売
市
場
と
同
様
の
機
能
を
有
す
る
よ

う
な
取
引
の
場
は
存
在
し
ま
せ
ん
。
出

荷
業
者
（
中
に
は
自
ら
生
産
や
加
工
を

行
う
者
も
い
る
）
や
加
工
業
者
な
ど
の

“
出
荷
者
”
と
小
売
業
者
な
ど
の
“
実

需
者
”
が
仲
介
業
者
を
通
し
て
行
う
取

引
、
ま
た
は
、
出
荷
者
と
実
需
者
と
の

規
模
の
大
き
な
直
接
取
引
が
一
般
的
と

な
っ
て
い
ま
す
。
規
模
が
大
き
く
な
っ

て
き
た
カ
ッ
ト
野
菜
分
野
に
つ
い
て
も

出
荷
者
と
実
需
者
で
直
接
行
う
契
約
取

引
が
主
流
と
な
っ
て
い
ま
す
。
出
荷
者

と
実
需
者
の
間
で
の
契
約
取
引
の
形
態

と
し
て
は
、
①
価
格
を
固
定
し
た
取

引
、
②
価
格
に
幅
を
も
た
せ
た
取
引
、

③
出
荷
先
と
品
目
だ
け
決
ま
っ
て
い
る

　
　

ほ場でのパッキングの様子
小売り用の段階まで包装・箱詰めし、そのままトラッ
クで出荷していきます。

陳列されているスナック野菜
洗浄された生鮮野菜が 1 人分の間食用としてパッ
クされており、子どものおやつとしても人気です。

【参考】 月報 『野菜情報』 2015年9月号 「米国のカット野菜などの生産・消費動向と契約取引状況」
http://vegetable.alic.go.jp/yasaijoho/tokusyuu/1509/tokusyuu_05.html
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取
引
、が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、

こ
れ
ら
３
類
型
に
第
三
者
か
ら
の
安
全

性
の
認
証
や
実
需
者
固
有
の
品
質
や
包

装
と
い
っ
た
付
帯
サ
ー
ビ
ス
が
加
わ
る

形
態
も
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、生
産
者
と
出
荷
者
の
間
で
も
、

①
面
積
契
約
、
②
数
量
契
約
、
③
販
売

額
か
ら
出
荷
者
が
必
要
と
し
た
費
用
を

差
し
引
い
た
利
益
を
折
半
す
る
利
益
分

配
方
式
、
④
収
穫
な
ど
の
作
業
を
出
荷

者
に
委
託
す
る
が
リ
ス
ク
は
生
産
者
が

負
う
生
産
者
主
導
型
方
式
、
と
い
う
よ

う
な
契
約
が
結
ば
れ
て
い
る
こ
と
が
多

く
な
っ
て
い
ま
す
。

〈
Ｅ
Ｕ
の
新
規
就
農
支
援
の
状
況
〉

Ｅ
Ｕ
に
お
け
る
農
家
の
高
齢
化

日
本
と
同
様
Ｅ
Ｕ
に
お
い
て
も
農
家

の
高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
加
盟
国

に
よ
り
差
は
あ
る
も
の
の
、
２
０
１
３

年
に
お
け
る
Ｅ
Ｕ
全
体
の
農
業
経
営
者

の
年
齢
構
成
で
は
、
65
歳
以
上
が
31
・

1
％
、
64
歳
～
55
歳
が
24
・
7
％
、
54

歳
～
45
歳
が
22
・
9
％
、
44
歳
～
35
歳

が
15
・
2
％
、
34
歳
以
下
が
6
・
0
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
、

２
０
１
３
年
に
合
意
さ
れ
た
現
行
Ｃ
Ａ

Ｐ
（
共
通
農
業
政
策
）
で
は
、
新
規
就

農
対
策
が
強
化
さ
れ
ま
し
た
。

新
規
就
農
対
策
が

�

Ｃ
Ａ
Ｐ
「
第
1
の
柱
」
に

Ｃ
Ａ
Ｐ
は
、中
心
政
策
で
あ
る
価
格
・

所
得
政
策
（
直
接
支
払
い
）
を
内
容
と

す
る
「
第
1
の
柱
」
と
農
村
振
興
政
策

を
内
容
と
す
る
「
第
2
の
柱
」
か
ら
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
行
の
Ｃ
Ａ
Ｐ
で

は
、
そ
れ
ま
で
「
第
2
の
柱
」
の
中
で

加
盟
国
が
任
意
で
実
施
し
て
い
た
新
規

就
農
対
策
を
「
第
1
の
柱
」
に
も
組
み

込
み
、
青
年
就
農
ス
キ
ー
ム
と
し
て
、

条
件
を
満
た
し
た
新
規
就
農
者
に
は
基

本
支
払
額
（
直
接
支
払
い
額
）
の
25
％

相
当
を
最
大
5
年
間
上
乗
せ
し
て
支
給

す
る
こ
と
が
加
盟
国
に
義
務
付
け
ら
れ

ま
し
た
。

資
金
サ
ポ
ー
ト
だ
け
で
は
続
か
な
い

�

新
規
就
農

現
行
Ｃ
Ａ
Ｐ
の
下
、
加
盟
国
で
は

第
1
の
柱
と
第
2
の
柱
を
組
み
合
わ

せ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
内
の
状
況
に
合
わ

せ
た
新
規
就
農
対
策
が
実
施
さ
れ
て
い

ま
す
。
例
え
ば
、
Ｅ
Ｕ
最
大
の
農
業
国

で
あ
る
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
青
年
就
農

ス
キ
ー
ム
に
お
い
て
、
一
年
当
た
り

２
３
１
２
ユ
ー
ロ
（
約
31
万
円
）
を
上

限
に
基
本
支
払
い
に
上
乗
せ
し
て
支

払
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
第
2
の
柱
に

は
、
条
件
を
満
た
し
た
新
規
就
農
者
に

一
年
当
た
り
８
０
０
０
ユ
ー
ロ
（
約

１
０
０
万
円
） 

～
３
０
０
０
０
ユ
ー
ロ

（
約
４
０
０
万
円
）
支
払
わ
れ
る
青
年

就
農
者
助
成
金
や
若
年
就
農
者
向
け
に

低
利
で
融
資
さ
れ
る
青
年
就
農
低
利
融

資
な
ど
の
制
度
も
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
Ｅ
Ｕ
で
は
Ｃ
Ａ
Ｐ
の

さ
ま
ざ
ま
な
対
策
に
よ
り
、
多
額
の
初

期
投
資
を
必
要
と
す
る
新
規
就
農
の

ハ
ー
ド
ル
を
下
げ
、
農
業
へ
参
入
し
や

す
く
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
初
期
の

資
金
支
援
が
、
必
ず
し
も
新
規
就
農
者

の
そ
の
後
の
成
功
に
つ
な
が
る
と
は
限

り
ま
せ
ん
。成
功
に
結
び
つ
く
カ
ギ
は
、

「
農
家
＝
企
業
（
経
営
者
）」
と
し
て
の

意
識
で
あ
り
、
そ
う
し
た
意
識
の
高
い

農
家
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
体
制
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

当
日
の
詳
し
い
資
料
は
、
こ
ち
ら
に

掲
載
し
て
あ
り
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ

い
。

・http://w
w
w
.alic.go.jp/koho/

kikaku03_000421.htm
l

ＣＡＰの構造

第１の柱
－直接支払い（義務）－
約７割：基本支払（ＢＰＳ）
約３割：緑化支払い

実施する国は計画を作成し
ＥＵの承認を受ける
（経費は実施国も負担）

第２の柱

【価格・所得政策】

（100％ＥＵ予算）

【農村振興政策】

※CAP＝Common Agriculutral Policy
　BPS＝Basic Payment Scheme

第１の柱（直接支払い）における支援策

青年就農スキーム（YFS）

・新規就農 
・39歳以下 
・就農 5年以内 

基本支払額の 25％相
当を上乗せして支給 
（最大５年間） 

※YFS＝Young Farmers Scheme 

【参考】 月報 『畜産の情報』 2015年12月号 「ＥＵの新規就農支援の状況」
http://lin.alic.go.jp/alic/month/domefore/2015/dec/wrepo01.htm
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11
月
13
日
（
金
）
～
14
日
（
土
）
の
2

日
間
、
東
京
・
池
袋
の
サ
ン
シ
ャ
イ
ン

シ
テ
ィ
・
ワ
ー
ル
ド
イ
ン
ポ
ー
ト
マ
ー

ト
ビ
ル
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
「
実
り

の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
に
参
加
し
ま
し

た
。14

日
は
あ
い
に
く
の
雨
天
で
あ
っ
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
来
場
者
は
2
日
間

で
5
万
人
を
超
え
、
昨
年
度
を
1
万
人

も
上
回
る
盛
況
な
催
し
と
な
り
ま
し

た
。
会
場
に
は
、
農
林
水
産
関
係
団
体

や
各
都
道
府
県
の
ブ
ー
ス
が
並
び
、
各

地
の
旬
の
農
畜
産
物
や
名
産
品
の
試
食

や
販
売
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
開
場
に
先

立
ち
、
秋
篠
宮
同
妃
両
殿
下
も
ご
視
察

さ
れ
ま
し
た
。

ａ
ｌ
ｉ
ｃ
の
ブ
ー
ス
で
は
、「
農
畜

産
物
の
正
し
い
知
識
を
知
ろ
う
」
を

テ
ー
マ
に
、
食
肉
、
牛
乳
・
乳
製
品
、

野
菜
、
砂
糖
、
で
ん
粉
に
関
す
る
パ
ネ

ル
な
ど
を
用
い
て
、
生
産
の
状
況
や
栄

養
、
誤
解
さ
れ
が
ち
な
生
活
習
慣
病
と

の
関
連
を
説
明
し
ま
し
た
。
ま
た
、
ク

イ
ズ
形
式
で
農
畜
産
物
の
知
識
を
深
め

て
も
ら
う
取
り
組
み
を
し
た
と
こ
ろ
、

楽
し
み
な
が
ら
ブ
ー
ス
内
を
見
ら
れ
た

と
の
ご
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ

の
ほ
か
、
入
口
に
は
沖
縄
か
ら
取
り
寄

せ
た
さ
と
う
き
び
、
北
海
道
か
ら
取
り

寄
せ
た
て
ん
菜
を
展
示
し
た
り
、
栄
養

に
関
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
レ
シ
ピ
、

ス
ー
パ
ー
で
売
ら
れ
て
い
る
お
肉
の
部

位
の
下
敷
き
な
ど
を
お
配
り
し
、
来
場

者
の
皆
さ
ん
に
は
大
変
喜
ば
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
同
時
に
こ
れ
ら
に
関
係
す

る
生
産
者
と
消
費
者
の
間
を
つ
な
ぐ
ａ

ｌ
ｉ
ｃ
の
仕
事
に
つ
い
て
も
、
理
解
を

深
め
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。ａ

ｌ
ｉ
ｃ
は
こ
れ
か
ら
も
消
費
者
の

方
々
と
接
す
る
機
会
を
活
か
し
、
農
畜

産
業
の
大
切
さ
と
正
し
い
知
識
を
伝
え

て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

1
第
54
回
農
林
水
産
祭「
実
り
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」に
参
加
し
ま
し
た

11
月
13
日
～
14
日

来場者でにぎわうalic のブース。産地から取り寄せたさとうきびと
てん菜の他、alic の業務を紹介するパネルなどを展示しました。

会場内を視察される秋篠宮同妃両殿下。この日は alic のブースに
も立ち寄られ、砂糖の製造方法や国内産糖のてん菜とさとうきび
の割合などご質問されました。

てん菜にご興味をいただき、熱心に alic 職員の説明を聞いてくだ
さいました。職員にとっても、消費者の方とつながる貴重な機会
です。

北海道の畑から取り寄せたてん菜を見て「本物を始めてみ
た！」と言われる来場者がたくさんいらっしゃいました。
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ａ
ｌ
ｉ
ｃ
で
は
、
野
菜
流
通
カ
ッ
ト

協
議
会
と
の
共
催
に
よ
り
、
加
工
・
業

務
用
需
要
に
対
応
し
た
契
約
取
引
を
推

進
す
る
た
め
、
野
菜
産
地
と
実
需
者
と

の
マ
ッ
チ
ン
グ
の
場
を
提
供
す
る
交
流

会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

○
2
年
ぶ
り
に
九
州
で
開
催

10
月
22
日
（
木
）、
冬
春
野
菜
の
主

力
産
地
で
あ
る
九
州
地
方
で
２
回
目
と

な
る
25
回
目
の
交
流
会
を
、
西
日
本
総

合
展
示
場
（
福
岡
県
北
九
州
市
小
倉
北

区
）
に
お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
の
出
展
者
は
、
九
州
を
中
心
に

79
の
事
業
者
・
団
体
（
う
ち
、
生
産
者
・

生
産
者
団
体
46
、
流
通
・
加
工
業
者
16
）

に
の
ぼ
り
、
会
場
内
で
は
、
訪
れ
た
多

数
の
来
場
者
（
３
３
２
名
）
と
盛
ん
に

商
談
や
情
報
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

○
事
業
説
明
会
お
よ
び
セ
ミ
ナ
ー
・

�

意
見
交
換
会

会
場
内
の
セ
ミ
ナ
ー
会
場
で
は
、
農

林
水
産
省
と
ａ
ｌ
ｉ
ｃ
主
催
で
、
契
約

野
菜
関
連
事
業
の
説
明
会
を
、

野
菜
流
通
カ
ッ
ト
協
議
会
の
主

催
で
、
野
菜
産
地
と
実
需
者
に

よ
る
セ
ミ
ナ
ー
・
意
見
交
換
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
契
約
野
菜

関
連
事
業
で
は
、
6
次
産
業
化

法
の
認
定
を
受
け
て
複
数
の
産

地
の
生
産
者
が
リ
レ
ー
出
荷
の

た
め
の
契
約
を
締
結
し
て
い
る

場
合
に
設
け
て
い
る
特
例
措
置

を
中
心
に
説
明
し
ま
し
た
。
ま

た
、
意
見
交
換
会
で
は
、
産
地

お
よ
び
実
需
者
に
よ
る
自
ら
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
の
紹
介
の

ほ
か
、加
工
・

業
務
用
野
菜

や
契
約
栽
培
に
関
し

て
の
産
地
側
お
よ
び

実
需
者
側
双
方
の
悩

み
や
課
題
、
要
望
に

つ
い
て
活
発
な
意
見

交
換
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
説
明
会
・
意
見

交
換
会
と
も
に
、
参

加
者
は
熱
心
に
耳
を

傾
け
て
い
ま
し
た
。

○
第
26
回
交
流
会
は
東
京
開
催

ａ
ｌ
ｉ
ｃ
で
は
、
今
後
も
継
続
的
に

交
流
会
を
開
催
す
る
こ
と
に
よ
り
、
野

菜
産
地
と
実
需
者
の
マ
ッ
チ
ン
グ
の
場

を
提
供
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。次

回
の
交
流
会
は
、
平
成
28
年
３
月

15
日
（
火
）、
東
京
流
通
セ
ン
タ
ー
（
東

京
都
大
田
区
）
で
の
開
催
で
す
。
現
在

準
備
を
進
め
て
お
り
、
多
く
の
関
係

者
の
出
展
と
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

2
第
25
回
加
工
・
業
務
用
野
菜
産
地
と
実
需
者
と
の
交
流
会

10
月
22
日

終日賑わいを見せた会場

野菜流通カット協議会主催の意見交換会の様子

契約野菜関連事業説明会の様子

それぞれのブースには、出展者自慢の商品が並び、来場者の関心を引いていました。

【参考】 「第26回加工・業務用野菜産地と実需者との交流会」 はこちらへ
http://www.alic.go.jp/content/000120389.pdf
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ａ
ｌ
ｉ
ｃ
で
は
、
さ
と
う
き
び
生
産

に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
、
鹿
児

島
県
と
沖
縄
県
の
関
係
者
が
一
丸
と

な
っ
て
解
決
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
毎
年
「
さ
と
う
き
び
・
甘
蔗
糖

関
係
検
討
会
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

さ
と
う
き
び
は
、「
台
風
銀
座
」
と

呼
ば
れ
る
鹿
児
島
県
南
西
諸
島
お
よ
び

沖
縄
県
に
お
い
て
、
台
風
の
襲
来
に
強

く
、
ま
た
干
ば
つ
に
も
耐
え
う
る
作
物

で
あ
り
、
そ
の
関
連
産
業
は
当
地
域
の

基
幹
産
業
に
な
っ
て
お
り
、
島
の
人
々

の
生
活
を
支
え
て
い
ま
す
。

一
方
、
さ
と
う
き
び
生
産
者
の
高
齢

化
、担
い
手
不
足
な
ど
の
問
題
は
、年
々

深
刻
化
し
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
状
況

下
で
、
両
県
の
さ
と
う
き
び
関
係
者
が

一
堂
に
会
し
て
意
見
交
換
を
行
い
、
と

も
に
生
産
振
興
を
図
っ
て
い
く
こ
と
は

意
義
深
い
取
り
組
み
で
す
。

今
年
度
の
検
討
会
は
、
ａ
ｌ
ｉ
ｃ
那

覇
事
務
所
の
主
催
に
よ
り
沖
縄
県
那
覇

市
に
お
い
て
、
平
成
27
年
10
月
22
日

（
木
）
～
23
日
（
金
）
の
2
日
間
に
わ

た
っ
て
開
催
し
、
両
県
か
ら
生
産
者
、

Ｊ
Ａ
、
製
糖
業
者
、
行
政
関
係
者
な
ど

約
２
４
０
名
に
出
席
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

○
検
討
会
１
日
目

22
日
（
木
）
は
、
那
覇
市
タ
イ
ム
ス

ホ
ー
ル
で
、砂
糖
を
め
ぐ
る
情
勢
報
告
、

基
調
講
演
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
お
よ
び
研
究
機
関
に
よ
る
研
究
成
果

発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

本
年
度
の
検
討
会
は
、
さ
と
う
き
び

生
産
を
維
持
・
増
産
し
て
い
く
た
め
に

は
、
生
産
農
家
の
収
益
の
確
保
が
重
要

な
課
題
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
テ
ー
マ
を

「
さ
と
う
き
び
生
産
に
お
け
る
経
営
の

安
定
化
」
と
し
ま
し
た
。

午
前
中
、
農
林
水
産
省
に
よ
る
砂
糖

を
め
ぐ
る
現
状
と
課
題
、
ａ
ｌ
ｉ
ｃ
鹿

児
島
事
務
所
に
よ
る
品
目
別
経
営
安
定

対
策
へ
の
取
り
組
み
に
関
す
る
情
報
提

供
が
行
わ
れ
、
東
京
大
学
大
学
院
総
合

文
化
研
究
科 

永
田
淳
嗣
准
教
授
に
よ

り
「
沖
縄
県
の
さ
と
う
き
び
農
業
の
構

造
変
化
へ
の
展
望
」
と
題
し
た
基
調
講

演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
農
林
水
産
省
か

ら
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
農
林
水
産
物
市
場
ア
ク

セ
ス
交
渉
に
関
し
て
、
砂
糖
に
関
連
す

る
交
渉
結
果
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、

活
発
な
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
、
生
産
者
代
表
と
各
県

の
行
政
関
係
者
が
参
加
し
た
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
、
本
年
度

の
テ
ー
マ
に
基
づ
き
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

が
抱
え
る
課
題
、
先
進
事
例
な
ど
に
つ

い
て
、
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

研
究
機
関
に
よ
る
研
究
成
果
発
表
で

は
、
育
種
・
土
壌
・
機
械
化
・
肥
培
管

理
の
4
つ
の
テ
ー
マ
に
よ
る
発
表
が
行

わ
れ
、
参
加
者
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
て

い
ま
し
た
。

○
検
討
会
２
日
目

2
日
目
の
現
地
視
察
で
は
、
沖
縄
県

農
業
研
究
セ
ン
タ
ー
の
育
種
施
設
、
沖

縄
本
島
南
部
（
八
重
瀬
町
、
糸
満
市
）

に
て
新
品
種
Ｒ
Ｋ
97
─

14
の
展
示
ほ
場

な
ど
を
周
り
、
時
折
強
い
風
雨
と
な
る

悪
天
候
の
中
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
参

加
者
の
皆
さ
ん
は
カ
メ
ラ
や
メ
モ
を
携

え
、
沖
縄
本
島
に
お
け
る
さ
と
う
き
び

生
産
に
関
す
る
現
状
を
視
察
し
ま
し

た
。

3
平
成
27
年
度
さ
と
う
き
び
・
甘
蔗
糖
関
係
検
討
会

10
月
22
日
～
23
日

１日目  パネルディスカッションの様子

２日目  雨天の中、新品種 RK97-14 の展示ほ場を視察する参
加者



15 alic 2016.1

平
成
27
年
11
月
４
日
（
水
）、 

ａ
ｌ
ｉ
ｃ
は
豪
州
食
肉
家
畜
生
産
者
事

業
団
（
Ｍ
Ｌ
Ａ
）
と
の
定
期
情
報
交
換

会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
会
議

は
、
日
本
と
豪
州
の
牛
肉
の
需
給
動
向

な
ど
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
う
場
と

し
て
、
１
９
８
７
年
か
ら
両
国
で
交
互

に
開
催
し
て
お
り
、
24
回
目
（
前
身
組

織
の
頃
を
含
む
）
の
今
回
は
日
本
で
行

い
ま
し
た
。

Ｍ
Ｌ
Ａ
の
ミ
シ
ェ

ル
・
ア
ラ
ン
会
長
、

ａ
ｌ
ｉ
ｃ
の
宮
坂
理

事
長
の
挨
拶
の
の

ち
、
ａ
ｌ
ｉ
ｃ
か
ら

日
本
の
牛
肉
需
給
動

向
や
肉
用
牛
生
産
者

の
た
め
の
経
営
安
定

対
策
な
ど
を
説
明
し

ま
し
た
。
Ｍ
Ｌ
Ａ
か

ら
は
、
豪
州
の
牛
肉

需
給
動
向
や
輸
出
見

通
し
に
つ
い
て
説
明

が
あ
り
、
最
後
に
双

方
の
関
心
事
項
に
つ

い
て
意
見
交
換
を
行

い
ま
し
た
。

会
議
内
容
の
詳
細

は
、
ａ
ｌ
ｉ
ｃ
の 

Ｈ
Ｐ
に
掲
載
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
そ
ち

ら
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

（
一
社
）
北
海
道
乳
業
協
会
か
ら
依

頼
を
受
け
、
ａ
ｌ
ｉ
ｃ
調
査
情
報
部
の

職
員
が
11
月
６
日
（
金
）、
札
幌
市
内

で
開
催
さ
れ
た
同
会
主
催
の
酪
農
乳
業

研
修
会
に
お
い
て
、
世
界
の
酪
農
乳
業

の
情
勢
な
ど
に
つ
い
て
、
講
演
を
行
い

ま
し
た
。

こ
の
研
修
会
は
、
毎
年
、
北
海
道
の

乳
業
メ
ー
カ
ー
や
農
協
な
ど
乳
業
関
係

者
が
集
ま
り
、
国
内
外
の
酪
農
乳
業
に

関
す
る
理
解
を
一
層
深
め
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
海
外
の

酪
農
乳
業
情
勢
へ
の
関
心
は
高
く
、
主

に
道
内
か
ら
集
ま
ら
れ
た
80
名
ほ
ど
の

方
々
が
講
演
を
傾
聴
し
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。

当
日
は
、
前
半
に
「
世
界
の
酪
農
乳

業
の
情
勢
」
に
つ
い
て
、
後
半
に
「
酪

農
大
国
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
（
Ｎ
Ｚ
）

の
酪
農
家
の
後
継
者
確
保
の
仕
組
み
」

に
つ
い
て
、
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

前
半
で
は
、
乳
製
品
を
輸
出
で
き
る

国
は
限
ら
れ
て
い
る
一
方
、
需
要
は
ア

ジ
ア
や
中
東
、
ア
フ
リ
カ
な
ど
で
増
え

る
と
み
ら
れ
る
た
め
、
乳
製
品
の
国
際

価
格
は
、
長
期
的
に
は
堅
調
に
推
移
す

る
見
込
み
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
報
告
し

ま
し
た
。
ま
た
、
後
半
で
は
、
Ｎ
Ｚ
の

若
い
酪
農
家
が
徐
々
に
経
験
を
積
み
一

人
前
の
酪
農
家
に
な
る
た
め
の
独
特
の

仕
組
み
（
シ
ェ
ア
ミ
ル
カ
ー
経
営
）
の

内
容
と
そ
れ
が
Ｎ
Ｚ
の
酪
農
の
発
展
に

寄
与
し
て
き
た
こ
と
を
報
告
し
ま
し
た
。

ａ
ｌ
ｉ
ｃ
で
は
、
こ
の
よ
う
な
機
会

を
通
じ
て
、
日
本
の
農
畜
産
業
を
支
え

る
方
々
へ
の
情
報
提
供
に
努
め
て
お

り
、
今
回
参
加
者
の
皆
さ
ま
か
ら
は
、

大
変
有
意
義
で
あ
っ
た
と
評
価
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

5
（
一
社
）北
海
道
乳
業
協
会
に
お
い
て
講
演
を
行
い
ま
し
た
11
月
6
日

4
豪
州
食
肉
家
畜
生
産
者
事
業
団（
Ｍ
Ｌ
Ａ
）と
の
定
期
情
報
交
換
会
議
11
月
4
日

豪州食肉家畜生産者事業団 （Meat & Livestock Australia、 ＭＬＡ）
　1998年に生産者の出資により設立（前身は豪州食肉畜産公社）。主な活動は、国内外における豪州産牛肉
および羊肉（生体を含む）の販売促進、研究・開発など。日本でも、「オージービーフ」の名称で、外食産業や小
売店での販売促進、展示会やセミナーなどの活動を積極的に展開。

左から順に、al ic 近藤副理事長、al ic 宮坂理事長、MLA アラン会長、
MLA ベケット取締役、al ic 小林総括理事

【参考】 「ＭＬＡとの定期情報交換会議の概要について」 はこちら
http://www.alic.go.jp/content/000120203.pdf
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現
代
に
お
い
て
は
、
各
企
業
の
「
社

会
的
な
責
任
」
が
注
目
さ
れ
る
場
面
が

増
え
て
い
ま
す
。

食
品
製
造
業
の
一
つ
で
あ
る
精
製
糖

企
業
に
お
い
て
も
、
消
費
者
に
安
定
的

に
製
品
を
供
給
す
る
と
い
う
基
本
的
な

役
割
の
ほ
か
、
普
段
皆
さ
ん
の
目
に
は

留
ま
り
に
く
い
部
分
で
も
さ
ま
ざ
ま
な

努
力
が
行
わ
れ
、
社
会
的
な
責
任
を

担
っ
て
い
ま
す
。
環
境
保
全
へ
の
取
り

組
み
や
食
品
安
全
対
策
な
ど
は
そ
の
例

と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
今
回
は
、
精
製

糖
企
業
に
よ
る
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み

に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

な
お
、
今
回
は
業
界
全
体
で
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
は
精
糖
工
業
会
に
、
各

企
業
に
お
け
る
具
体
的
な
取
り
組
み
の

事
例
に
つ
い
て
は
三
井
製
糖
株
式
会
社

に
、
そ
れ
ぞ
れ
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て

お
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

業
界
と
し
て
早
期
か
ら
取
り
組
ん
だ

�

環
境
保
全

日
本
経
済
団
体
連
合
会
（
経
団
連
）

は
、
Ｃ
Ｏ
２

削
減
、
産
業
廃
棄
物
削

減
な
ど
環
境
保
全
へ
の
各
業
界
の
自

主
的
取
り
組
み
と
し
て
、
１
９
９
７

年
に
「
環
境
自
主
行
動
計
画
」
を
策

定
し
ま
し
た
が
、
国
内
精
製
糖
企
業

の
団
体
で
あ
る
精
糖
工
業
会
で
は
、

初
年
度
か
ら
こ
の
計
画
に
参
画
し
ま

し
た
。
精
製
糖
業
界
で
は
こ
れ
以
前

の
１
９
７
９
年
か
ら
す
で
に
業
界
全

体
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
の
把
握
を

開
始
し
て
お
り
、
経
団
連
の
取
り
組

み
に
も
ス
ム
ー
ズ
に
参
画
す
る
な

ど
、
早
く
か
ら
省
エ
ネ
や
環
境
保
全

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

Ｃ
Ｏ
２

削
減
の
取
り
組
み
実
績

精
糖
工
業
会
の
ま
と
め
に
よ
る
精
製

糖
業
界
の
Ｃ
Ｏ
２

の
削
減
実
績
は
、
表

の
と
お
り
で
す
。
精
製
糖
業
界
で
は
、

２
０
３
０
年
に
は
、
１
９
９
０
年
比
で

33
％
の
Ｃ
Ｏ
２

削
減
の
目
標
を
掲
げ
て

い
る
中
、
２
０
１
１
〜
２
０
１
３
年

の
平
均
で
は
、
す
で
に
１
９
９
０
年
と

比
べ
て
30
％
の
削
減
を
達
成
し
て
い
ま

す
。
砂
糖
需

要
の
減
少
に

伴
う
生
産
量

の
減
少
と
い

う
要
素
も
あ

り
ま
す
が
、

精
製
糖
業
界

で
は
、
燃
料

種
の
転
換
や

省
エ
ネ
設
備

の
積
極
的
な

導
入
と
い
っ

た
取
り
組
み

に
よ
り
、
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
の
削
減
を

実
現
し
て
き
ま
し
た
。

使
用
す
る
燃
料
種
の
面
で
は
、
重

油
か
ら
Ｃ
Ｏ
２

発
生
量
の
少
な
い
天

然
ガ
ス
へ
の
転
換
を
進
め
て
き
ま
し

た
。
１
９
９
０
年
頃
ま
で
は
重
油
が

65
％
程
度
、
天
然
ガ
ス
が
30
％
程
度

で
あ
っ
た
も
の
が
、
現
在
は
約
８
割

を
天
然
ガ
ス
が
占
め
て
い
ま
す
（
図
）。

ま
た
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
先
で
は
、
設
備

の
面
に
お
い
て
砂
糖
液
を
濃
縮
・
結
晶

化
さ
せ
る
工
程
で
発
生
す
る
廃
熱
を
回

収
し
て
再
利
用
す
る
シ
ス
テ
ム
の
開
発

や
、
結
晶
と
蜜
を
振
り
分
け
る
工
程
で

精
製
糖
企
業
に
よ
る

�

Ｃ
Ｏ
２

削
減
・
食
品
安
全
へ
の
取
り
組
み

100％
90％
80％
70％
60％
50％
40％
30％
20％
10％
0％

1991 1994 1997 2000 2003 2006 2009 2012 2014

その他

天然ガス

灯油

重油

図　燃料種の転換の推移

CO2 排出量（千ｔ） 割合％

1990 580 100

2000 491   85

2011 − 2013（平均） 405   70

2030（目標） 389   67

表　精製糖業界の CO2 排出量削減実績と目標

資料：精糖工業会

資料：精糖工業会まとめ
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の
電
気
効
率
に
優
れ
た
モ
ー
タ
ー
、
液

糖
の
温
度
管
理
の
た
め
、
タ
ン
ク
に

ケ
ー
ブ
ル
型
ヒ
ー
タ
ー
を
直
接
巻
き
付

け
る
自
己
制
御
型
ヒ
ー
タ
ー
な
ど
の
、

省
エ
ネ
型
設
備
の
導
入
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。

さ
ら
に
、
配
送
ロ
ッ
ト
の
大
型
化
や

ト
ラ
ッ
ク
輸
送
よ
り
も
環
境
負
荷
の
低

い
船
舶
輸
送
や
貨
物
輸
送
を
行
う
な

ど
、
物
流
面
で
も
Ｃ
Ｏ
２

削
減
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

食
品
安
全
へ
の
取
り
組
み

「
企
業
の
社
会
的
責
任
」
と
い
う
面

で
最
近
よ
く
話
題
に
な
る
の
が
、
食
品

へ
の
異
物
混
入
の
問
題
で
す
。
精
製
糖

企
業
に
お
い
て
も
、
以
前
か
ら
衛
生

管
理
対
策
に
力
を
注
い
で
き
ま
し
た

が
、
近
年
は
国
際
的
な
承
認
規
格
で
あ

る
Ｆ
Ｓ
Ｓ
Ｃ
２
２
０
０
０
と
い
う
食
品

安
全
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
を
導
入

し
、
安
全
・
安
心
な
製
品
の
提
供
に
向

け
て
さ
ら
な
る
努
力
を
続
け
て
い
ま

す
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
オ
ラ
ン
ダ

に
本
部
を
置
く
食
品
安
全
認
証
財
団

（
Ｆ
Ｆ
Ｓ
Ｃ
）
が
開
発
・
運
営
し
て
い

る
食
品
安
全
の
た
め
の
国
際
認
証
規
格

で
、
安
全
管
理
の
た
め
に
行
う
べ
き
項

目
が
、
細
か
く
具
体
的
に
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
に
基
づ
き
ヒ
ア
リ
ン
グ

先
の
製
造
現
場
で
は
、
次
の
よ
う
な
さ

ま
ざ
ま
な
対
策
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

製
造
に
お
け
る
工
程
の
一
つ
一
つ
に

お
い
て
、
異
物
混
入
な
ど
発
生
す
る
可

能
性
の
あ
る
リ
ス
ク
を
徹
底
的
に
洗
い

出
し
、
そ
れ
に
対
す
る
対
策
を
立
て

て
い
ま
す
。
例
え
ば
ポ
ケ
ッ

ト
の
中
の
物
が
こ
ぼ
れ
落
ち

る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
作
業

着
は
ポ
ケ
ッ
ト
な
し
の
も
の

に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
各

作
業
を
監
視
す
る
の
で
は
な

く
、
作
業
工
程
で
何
も
問
題

が
な
か
っ
た
こ
と
を
証
明
す

る
た
め
に
、
品
質
保
証
カ
メ

ラ
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
原
材
料
な
ど

に
つ
い
て
も
、
タ
イ
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど
の
国
々
か

ら
輸
入
さ
れ
る
原
料
糖
（
粗

糖
）
の
残
留
農
薬
分
析
を
行

う
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
上
白

糖
や
グ
ラ
ニ
ュ
ー
糖
と
い
っ

た
、
ユ
ー
ザ
ー
・
消
費
者
の
手
元
に
届

け
ら
れ
る
製
品
の
包
装
材
料
も
万
一
口

に
入
っ
て
も
害
の
な
い
材

質
を
使
用
す
る
な
ど
、
安

全
で
あ
る
こ
と
が
証
明
さ

れ
た
も
の
を
使
用
し
て
い

ま
す
。

精
製
糖
工
場
を
見
学
に

訪
れ
る
多
く
の
消
費
者
の

方
々
か
ら
は
、
普
段
は
あ

ま
り
身
近
に
触
れ
る
こ
と

の
な
い
、
こ
の
よ
う
に
徹
底
し
た
安
全

管
理
の
取
り
組
み
に
対
し
て
、「
こ
こ

ま
で
徹
底
し
た
安
全
対
策
が
行
わ
れ
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
安
全
・
安
心
な
砂
糖

が
供
給
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ

た
」
と
の
声
が
聞
か
れ
る
と
の
こ
と
で

す
。
精
製
糖
企
業
に
よ
る
こ
の
よ
う
な

地
道
な
努
力
が
、
安
全
・
安
心
な
我
が

国
の
食
生
活
を
支
え
て
い
る
の
だ
と
言

え
ま
す
。

製品の安全性チェック（異物混入確認）に
不可欠な金属検出器

ポケットのない帽子、上着、ズボン。“ポケット
から落ちないようにする対策”ではなく、“そも
そも落ちることがないようにする対策”によって、
異物混入のリスクを極力減らしています。

自己制御型ヒーター
大きなタンクにヒーターをぐるぐると巻きつけてい
ます。（JEHC 発刊「事例集ものづくりに電気」）
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ア
レ
ッ
タ
の
特
徴

ア
レ
ッ
タ
は
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
と

ケ
ー
ル
（
青
汁
の
原
料
と
し
て
用
い

ら
れ
て
い
る
野
菜
）
を
掛
け
合
わ
せ

た
日
本
生
ま
れ
の
野
菜
で
、
平
成
23

年
3
月
に
品
種
登
録
さ
れ
て
い
ま

す
。
な
ば
な
類
に
分
類
さ
れ
、
見
た

目
は
茎
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
に
そ
っ
く
り

で
す
が
、
葉
も
茎
も
つ
ぼ
み
も
全
て

食
べ
ら
れ
ま
す
。

ア
レ
ッ
タ
は
ケ
ー
ル
特
有
の
苦

み
は
な
く
、
茎
の
部
分
に
は
甘
み

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
つ
ぼ
み
に

は
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の
約
3
倍
の
カ

ロ
テ
ン
や
ビ
タ
ミ
ン
Ｋ
が
含
ま
れ

て
い
ま
す
。

ア
レ
ッ
タ
の
栽
培

三
重
県
の
Ｊ
Ａ
伊
勢
は
、
全
国

で
も
ま
だ
珍
し
い
ア
レ
ッ
タ
を
栽

培
す
る
産
地
の
ひ
と
つ
で
す
。
管

内
で
は
、
平
成
24
年
5
月
に
栽
培

を
開
始
し
、
27
年
11
月
現
在
、
生
産

者
12
名
が
35
ａ
の
ほ
場
で
栽
培
し

て
い
ま
す
。

こ
の
産
地
で
は
、
7
月
上
旬
以

降
に
種
を
ま
き
、
20
日
ほ
ど
育
苗

し
た
後
、
堆
肥
を
た
っ
ぷ
り
投
入

し
た
ほ
場
に
定
植
し
ま
す
。
11
月

上
旬
以
降
、
伸
び
て
き
た
頂

ち
ょ
う

花か

蕾ら
い

（
株
の
中
心
や
先
端
に
で
き
る
花

の
つ
ぼ
み
）
が
ピ
ン
ポ
ン
玉
ほ
ど

の
大
き
さ
に
な
っ
た
と
こ
ろ
で
、

わ
き
芽
を
残
す
よ
う
に
主
茎
を

切
っ
て
収
穫
し
ま
す
。
収
穫
し
た

ア
レ
ッ
タ
は
、
長
さ
を
切
り
そ
ろ

え
て
１
５
０
ｇ
に
な
る
よ
う
計
量

し
、
袋
詰
め
し
て
Ｊ
Ａ
の
集
荷
場
に

集
め
ら
れ
ま
す
。
今
年
の
出
荷
時
期

は
、
11
月
か
ら
4
月
ま
で
で
、
名
古

屋
市
場
に
出
荷
し
て
い
ま
す
。

産
地
か
ら
一
言
：

�

お
す
す
め
の
食
べ
方

生
の
ま
ま
で
も
食
べ
ら
れ
る
ア

レ
ッ
タ
は
、
ア
ク
抜
き
や
下
ゆ
で
の

必
要
が
な
く
、
手
軽
に
調
理
で
き
る

う
れ
し
い
野
菜
で
す
。
天
ぷ
ら
や
炒

め
物
、
ご
ま
和
え
な
ど
、
茎
の
甘
み

と
歯
ご
た
え
を
生
か
し
た
調
理
の
ほ

か
、
肉
と
の
相
性
も
良
い
の
で
、
肉

巻
き
も
お
す
す
め
で
す
。

お問い合わせ先：ＪＡ伊勢　経済一課　果実野菜担当（TEL：0596-58-9292）

収穫前のアレッタ

アレッタとコンビーフのマヨネーズ炒め

「アレッタとコンビーフのマヨネーズ炒め」
の作り方

❶　アレッタ（150 ｇ程）は洗って適当な長さに切り、コンビー

フ（１缶）はひと口大に切る。

❷　フライパンにごま油（大さじ２）を熱し、アレッタを炒め

て火が通ったらコンビーフを加え、炒める。

❸　マヨネーズ（大さじ２）で味をととのえる。

ブロッコリーとケールから生まれた
「アレッタ」

野
菜
の

い
ろ
い
ろ
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2016年１月６日発行（隔月発行）

次号は2016年3月2日発行です。

編集部から
昨年は、9月までに海外からの訪日客が過去最高だっ

た 2014 年の 1341 万人を上回りました。それに伴い、

海外から日本を訪れる観光客を表す「インバウンド」や

外国人観光客が大量に商品をまとめ買いする「爆買い」

という言葉が流行しました。

和食の世界遺産登録もあり、日本にやってくる外国人

観光客も日本の食を楽しみの一つとしています。日本食

や全国各地の農畜産物の魅力を発信することにより、日

本食の評価を高め本場で食べたいというニーズにつな

げ、インバウンド消費（訪日外国人消費）の拡大や農山

漁村の活性化、さらには日本食材の輸出拡大につながる

ことが期待されます。

一方、スポーツ界でも「五郎丸ポーズ」という言葉が

生まれました。ラグビーＷ杯で強豪の南アフリカを破る

大金星を挙げ、多くの感動を与えてくれた日本代表の五

郎丸選手が、キックの前に行うルーティンをまねる人が

多く現れました。

今年は、8・9月のリオデジャネイロ ･オリンピック、

パラリンピックの開催が予定されており、多くの感動と

ともにどんな言葉が生まれるか楽しみです。

2020 年に開催が予定されている東京オリンピック、

パラリンピックに向け、日本の農畜産物のすばらしさを

さらに広げるべく、al ic も可能な限り努力していきた

いと思います。

＜アンケートのお願い＞
広報誌 al ic は、2012 年 5 月の発刊から今号で第

23号となりました。毎号、読みやすい誌面作りを心掛

けていますが、さらに魅力ある広報誌とするため、今号

よりアンケートを実施することといたしました。

本誌にアンケート用のはがきを同封いたしましたの

で、皆さまのご意見・ご感想をお寄せ下さい。よろしく

お願いいたします。
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